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講演Ⅱ

飯
塚
毅
博
士
の『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』は

全
国
会
運
動
の
理
論
的
支
柱
で
あ
る

本
年
、
2
0
1
8
年
は
、
T
K
C
全
国
会
お

よ
び
㈱
T
K
C
の
創
設
者
で
あ
り
ま
す
、
飯
塚

毅
博
士
の
生
誕
百
年
目
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の

百
年
の
節
目
に
、
飯
塚
真
玄
T
K
C
名
誉
会
長

を
発
起
人
と
し
て
「
飯
塚
毅
博
士
生
誕
百
年
記

念
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
1
9
8
3
年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
た

『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
が
、
出
版
元
の
森

山
書
店
さ
ん
の
ご
了
解
の
も
と
、
2
0
1
8
年

7
月
に
T
K
C
出
版
か
ら
改
訂
版
第
2
刷
と
し

て
復
刻
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
9
月
に
は
、
6
人
の
執
筆
陣
が
研
究

者
・
実
務
家
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
飯
塚
毅

博
士
の
研
究
業
績
や
そ
の
生
き
ざ
ま
に
焦
点
を

当
て
て
論
究
し
た
『
飯
塚
毅
博
士
生
誕
百
年
記

念
論
文
集
』（
T
K
C
出
版
）
が
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。
執
筆
陣
は
、
伊
藤
義
一
元
松
蔭
大
学
大
学

院
教
授
、
河
﨑
照
行
甲
南
大
学
名
誉
教
授

（
T
K
C
全
国
会
最
高
顧
問
）、
加
藤
恵
一
郎

T
K
C
全
国
会
副
会
長
、
宮
田
矢
八
郎
T
K
C

顧
問
（
前
産
業
能
率
大
学
教
授
）、
松
﨑
堅
太
朗

T
K
C
全
国
会
戦
略
特
別
委
員
、
そ
し
て
私
の

6
人
で
す
。

私
に
与
え
ら
れ
た
執
筆
テ
ー
マ
は
、「
飯
塚

毅
博
士
の
『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
論
─
─

そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
と
現
代
へ
の
提
言
」
で

す
。
本
論
文
の
中
で
私
は
、
飯
塚
毅
博
士
渾
身

の
労
作
で
あ
る
『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
の

歴
史
的
価
値
を
検
証
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
拙

稿
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、「
飯
塚
毅
博
士
生
誕
百

年
記
念
」
を
冠
し
た
本
日
の
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
で
き
る
こ
と
を
、
大

変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

さ
て
飯
塚
毅
博
士
著
『
正
規
の
簿
記
の
諸
原

則
』
は
、
日
本
会
計
研
究
学
会
の
機
関
誌
『
會

計
』
に
、26
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
論
文
「
正

規
の
簿
記
・
帳
簿
の
証
拠
性
」
が
ベ
ー
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
著
書
に
お
い
て
飯
塚
毅
博

士
は
、
ド
イ
ツ
商
法
お
よ
び
税
法
等
に
規
定
さ

れ
て
い
る「
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則（Grundsätze 

ordnungsm
äßiger Buchführung

）」
の
概
念
に

つ
い
て
、
商
法
学
・
税
法
学
は
も
ち
ろ
ん
、
会

計
学
や
経
済
学
、
政
治
学
、
宗
教
哲
学
等
に
ま

た
が
る
国
内
外
の
大
量
の
文
献
を
渉
猟
し
て
徹

底
論
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
唯

飯
塚
毅
博
士
の『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』論

─
─
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
と
現
代
へ
の
提
言

Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
会
長　

坂
本
孝
司

■
と
き

：

平
成
30
年
10
月
19
日
㈮

（
敬
称
略
）

は
じ
め
に
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一
の
先
例
と
さ
れ
て
い
た
学
説
に
真
っ
向
か
ら

反
論
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
で
初
め
て
、
記

帳
条
件
と
簿
記
の
証
拠
力
（Bew

eiskraft der 

Buchführung

）
と
の
関
係
性
を
詳
細
に
論
じ
、

「
正
規
に
記
帳
さ
れ
た
帳
簿
に
は
租
税
法
上
、

証
拠
力
が
付
与
さ
れ
る
」
と
の
論
理
を
導
き
出

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
記
帳
条
件
が
明
確
に

規
定
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
法
制
と
の
比
較
を
通

じ
て
、
わ
が
国
商
法
・
税
法
の
欠
陥
に
つ
い
て

の
指
摘
・
提
言
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

T
K
C
全
国
会
は
、昭
和
46
年
（
1
9
7
1
年
）

の
結
成
以
来
、「
租
税
正
義
の
実
現
」「
職
業
会

計
人
の
職
域
防
衛
・
運
命
打
開
」
を
目
指
し
て
、

研
鑽
と
運
動
と
を
積
み
重
ね
て
き
た
職
業
会
計

人
集
団
で
す
。
飯
塚
毅
博
士
の
著
作
は
私
も
折

に
触
れ
て
何
度
も
読
み
返
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
こ
そ
が
、
長
年

に
わ
た
る
全
国
会
運
動
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
論
を
紐
解
き

「
職
域
防
衛
・
運
命
打
開
」
運
動
に
活
か
そ
う

 

『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
初
版
発
行
翌
年
の

1
9
8
4
年
、
飯
塚
毅
博
士
は
、
同
著
に
よ
っ

て
日
本
会
計
研
究
学
会
最
高
峰
の
賞
、
太
田
賞

（
現
太
田
・
黒
澤
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
太
田
賞
は
「
該
当
者
な
し
」
と
い
う
年
も
あ

る
ほ
ど
、
厳
格
で
権
威
あ
る
賞
と
し
て
今
も
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
大
変
名
誉
あ
る
賞
で
す
。

本
来
な
ら
ば
そ
の
受
賞
作
は
大
き
な
影
響
力
を

持
つ
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
が
、『
正
規
の
簿

記
の
諸
原
則
』
は
、
長
年
の
間
、
学
界
、
特
に

会
計
学
者
か
ら
冷
遇
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

事
実
、
河
﨑
名
誉
教
授
も
、「
1
9
8
3
年

の
発
刊
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、『
正
規
の
簿

記
の
諸
原
則
』
を
論
文
に
引
用
し
た
学
者
が
何

人
い
る
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
会
計
学
者

は
誰
1
人
と
し
て
引
用
し
て
い
る
人
が
い
な
か

っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

長
年
の
間
、
飯
塚
毅
博
士
の
研
究
成
果
が
無
視

さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
日
は
、
飯
塚
毅
博
士
が
そ
の
情
熱

と
心
血
と
を
注
い
で
研
究
さ
れ
た
『
正
規
の
簿

記
の
諸
原
則
』
論
の
意
義
を
、
あ
ら
た
め
て
皆

さ
ん
と
一
緒
に
紐
解
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
飯
塚
毅
博
士
が
我
々
職
業
会
計

人
を
は
じ
め
、
学
界
や
政
界
な
ど
の
社
会
に
訴

え
た
か
っ
た
こ
と
は
何
か
、
ま
た
「
職
業
会
計

人
の
職
域
防
衛
・
運
命
打
開
」
運
動
に
活
か
す

た
め
に
必
要
な
視
点
は
何
か
─
─
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
五
つ
の
章
に
分
け
て
お
伝
え
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◎坂本孝司（さかもと・たかし）氏
昭和53年神戸大学経営学部卒。平成10年東京大学大学
院法学政治学研究科博士課程満期退学。23年愛知工業
大学大学院経営情報科学研究科博士後期課程修了。博士
（経営情報科学）。税理士・米国公認会計士。愛知工業大学
経営学部・大学院教授。中小企業庁「中小企業の会計に関
する研究会」委員等を歴任。29年1月、TKC全国会会長に
就任。主な著書に『会計制度の解明』（中央経済社）など。
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「
わ
が
国
の
会
計
包
括
概
念
と
は
何
か
」と
の

疑
問
か
ら「
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
」概
念
に
行
き
着
く

ま
ず
、『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
を
研
究

す
る
意
義
に
つ
い
て
、
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
飯
塚
毅
博
士
著
『
正
規
の

簿
記
の
諸
原
則
』
は
、
税
法
学
・
会
計
学
・
商

法
学
を
は
じ
め
と
し
た
膨
大
な
文
献
渉
猟
に
よ

っ
て
、
ド
イ
ツ
会
計
制
度
の
中
核
に
位
置
す
る

「
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
」（G

rundsätze 

ordnungsm
äßiger B

uchführung; 

G
o
B
）
概
念

を
徹
底
解
明
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
G
o
B
概

念
は
「
不
確
定
法
概
念
（unbestim

m
ter 

Rechtsbegriff

）」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

の
会
計
学
で
い
う
「
会
計
包
括
概
念
」
と
言
い

換
え
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
会
計
包
括
概
念
は
さ

ま
ざ
ま
な
法
に
明
文
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

代
表
格
が
商
法
第
19
条
第
1
項
で
し
て
、「
商

人
の
会
計
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ

る
会
計
の
慣
行
に
従
う
も
の
と
す
る
。」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
一
般
に
公

正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
の
慣
行
」
こ
そ
が
、

ま
さ
に
会
計
包
括
概
念
で
す
。

こ
の
商
法
第
19
条
第
1
項
は
、
個
人
商
人
か

ら
上
場
会
社
ま
で
、
す
べ
て
の
商
人
が
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定
で
す
。
と
す
る
と
、
商

人
を
支
援
す
る
側
の
我
々
職
業
会
計
人
、
つ
ま

り
税
理
士
も
し
く
は
税
理
士
業
務
に
従
事
す
る

公
認
会
計
士
は
、
こ
の
「
一
般
に
公
正
妥
当
と

認
め
ら
れ
る
会
計
の
慣
行
」
の
護
持
者
で
あ
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

飯
塚
毅
博
士
は
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
っ
た

と
き
、
で
は
、
わ
が
国
の
会
計
包
括
概
念
の
中

身
と
は
一
体
何
な
の
だ
─
─
と
い
う
疑
問
を
持

た
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
い
な
る
疑
問
が
、
職
業

上
の
大
問
題
と
な
っ
て
飯
塚
毅
博
士
の
前
に
立

ち
塞
が
っ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の

日
本
に
お
い
て
は
、
飯
塚
毅
博
士
の
疑
問
を
解

明
し
て
く
れ
る
方
が
ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
飯
塚
毅
博
士
は
、
ド
イ
ツ
に
そ
の

根
拠
を
求
め
た
─
─
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ぜ
ド
イ
ツ
か
、
と
い
い
ま
す
と
、
わ
が
国

商
法
の
母
法
が
ド
イ
ツ
商
法
典
（
H
G
B
）
で

あ
る
か
ら
で
す
。
1
6
7
3
年
、
フ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
世
界
で
初
め
て
国
家
的
な
商
法
典
（
商

事
王
令
）
が
誕
生
し
て
以
降
、
同
法
典
と
そ
の

解
説
書
が
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
土
に
伝
わ
り
、
フ
ラ
ン
コ
・
ジ
ャ
ー
マ
ン

法
系
に
お
け
る
商
法
の
体
系
が
確
立
し
ま
し
た
。

大
陸
法
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
法
系
で
は
、
商
法

の
上
に
会
計
制
度
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
ア
ン
グ

ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
国
々
に
は
、
商
法
典
は
あ
り

ま
せ
ん
。
慣
習
法
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
）
を
採
用
し
、

法
律
で
は
な
く
会
計
慣
行
や
判
例
に
よ
っ
て
商

第
１
章　
「
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
」研
究
の
意
義



TKC　2019・1（TKCタックスフォーラム2018）17

TKCタックスフォーラム2018　講演Ⅱ

人
の
会
計
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
に
、
両
法
系
に
基
づ
く
会
計
制
度
の
根
本

的
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
商
法
第
19
条
第
1
項
に
相
当
す
る
現

行
ド
イ
ツ
商
法
第
2
3
8
条
第
1
項
第
1
文
は
、

1
8
9
7
年
か
ら
文
言
が
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
1
8
9
7
年
当
時
は
商
法
第
38
条
第
1
項

で
し
た
が
、
記
帳
義
務
要
件
を
定
め
た
も
の
で

す
。
す
な
わ
ち
、「
す
べ
て
の
商
人
は
、
帳
簿

を
記
帳
し
、
か
つ
、
そ
の
帳
簿
に
、
自
己
の
商

取
引
お
よ
び
自
己
の
財
産
の
状
況
を
正
規
の

簿
記
の
諸
原
則
（G

rundsätze ordnungsm
äßiger 

B
uchführung

）
に
従
っ
て
明
瞭
に
記
帳
す
る
義

務
を
負
う
。」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
わ
が
国
の
会
計
包
括
概
念

（「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
の
慣
行
」等
）

と
は
何
か
─
─
と
い
う
問
い
を
解
明
す
る
に
は
、

わ
が
国
商
法
の
母
法
で
あ
る
ド
イ
ツ
商
法
を
論

究
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
会
計
包
括
概
念

「
G
o
B
概
念
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
内
包
（
本
質
的
属
性
）
と
外
延
と
を
明
ら
か

に
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

70
年
以
上
に
わ
た
り
通
説
と
な
っ
て
い
る

田
中
博
士
の「
実
務
慣
行
白
紙
委
任
説
」

そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
、
ド
イ
ツ
会
計
制
度
に

お
け
る
G
o
B
概
念
に
つ
い
て
、
詳
し
く
見
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

ド
イ
ツ
で
は
、
商
法
、
国
税
通
則
法
、
所
得

税
法
な
ど
の
各
法
源
や
行
政
規
則
が
一
貫
し

て
、「
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
（Grundsätze 

ordnungsm
äßiger Buchführung; 

G
o
B
）」
と

い
う
単
一
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
会
計
制
度
は
、

商
法
第
19
条
第
1
項
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認

め
ら
れ
る
会
計
の
慣
行
」
概
念
の
も
と
で
、「
一

般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣

行
」（
会
社
法
第
4
3
1
条
）、「
一
般
に
公
正
妥

当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
」（
財
務
諸

表
規
則
第
1
条
第
1
項
）、「
一
般
に
公
正
妥
当
と

認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
そ
の
他
の
企
業

会
計
の
慣
行
」（
会
社
計
算
規
則
第
3
条
）、「
一

般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基

準
」（
法
人
税
法
第
22
条
第
4
項
）
な
ど
、
個
々
の

法
源
が
多
様
な
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
益
法
人
法
や
社
会
福
祉
法
人
法
、

医
療
法
や
信
用
金
庫
法
な
ど
、
約
70
の
業
法
で
、

「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
言

葉
の
次
に
、「
会
計
の
慣
行
」「
企
業
会
計
の
慣

行
」「
会
計
基
準
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が

続
い
て
い
ま
す
。
私
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
全
部

で
約
1
0
0
種
類
を
超
え
る
法
律
や
法
規
に
お

い
て
こ
れ
ら
の
会
計
包
括
概
念
が
存
在
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

と
い
い
ま
す
と
、
そ
の
発
端
は
、
今
か
ら
70
年

以
上
前
の
1
9
4
4
年
に
、
商
法
学
者
の
田
中

耕
太
郎
博
士
（
元
東
京
大
学
法
学
部
教
授
）
が
著

し
た
『
貸
借
対
照
表
法
の
論
理
』（
有
斐
閣
、

1
9
4
4
年
）
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
著
書
の
中
で
田
中
耕
太
郎
博
士
は
、
ド

イ
ツ
の
G
o
B
概
念
に
関
し
て
、い
わ
ゆ
る「
実

務
慣
行
白
紙
委
任
説
」
を
主
張
さ
れ
、
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
（
同
書
、
36
頁
）。

 

「
独
逸
法
に
於
い
て
商
業
帳
簿
の
調
整
に
関

しG
rundsätze ordnungsm

äß
iger 

B
uchführung 

即
ち
『
正
規
の
簿
記
の
諸
原

則
』
に
従
う
旨
を
規
定
し
て
い
る
（
独
商
38

条
独
会
社
法
1
2
9
条
）。
と
こ
ろ
で
此
の
『
正

規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
な
る
も
の
が
果
た
し

て
何
を
意
味
す
る
か
甚
だ
明
瞭
を
欠
く
の
で

あ
る
が
、
要
す
る
に
立
法
者
は
企
業
者
間
に

於
い
て
一
般
的
に
慣
行
せ
ら
れ
て
い
る
実
務

上
の
原
則
な
る
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、
法

は
個
々
の
重
要
点
に
関
し
自
ら
規
定
を
設
け

る
場
合
を
の
ぞ
い
て
単
に
白
紙
的
規
定
を
設

け
、
細
目
を
実
務
上
の
慣
行
に
委
任
し
て
い

る
も
の
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
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場
合
に
於
い
て
は
委
任
を
受
け
た
実
務
の
内

容
は
法
的
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。」

今
で
も
通
説
と
な
っ
て
い
る
こ
の
「
実
務
慣

行
白
紙
委
任
説
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ

で
採
用
さ
れ
て
い
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
（
慣
習
法
）

の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
と
と
も
に
、
商

法
上
の
G
o
B
を
前
提
と
し
て
G
o
B
概
念
を

考
察
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
商
法
に
「
G
o
B
」
と
い
う
用

語
を
用
い
た
立
法
趣
旨
は
、
企
業
の
規
模
や
種

類
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
か
ら
、
法
律
が
経
営
技

術
の
進
歩
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
個
々
の
重
要

点
に
関
す
る
規
定
（
大
綱
的
規
定
）
以
外
は
実
務

の
慣
行
に
細
目
を
委
任
し
て
い
る
─
─
と
い
う

も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
細
か
な
規
定
は
法
律
で

示
す
べ
き
で
は
な
く
、
実
務
慣
行
に
委
ね
る
べ

き
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

例
え
ば
、
今
で
い
う
企
業
会
計
基
準
や
「
中

小
指
針
」、「
中
小
会
計
要
領
」
は
法
律
で
は
あ

り
ま
せ
ん
ね
。
実
務
に
お
け
る
会
計
慣
行
を
描

写
し
た
ル
ー
ル
と
さ
れ
、
ど
の
ル
ー
ル
で
会
計

処
理
を
す
べ
き
か
、
そ
の
適
用
は
企
業
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
田
中

耕
太
郎
博
士
の
主
張
は
一
見
、
的
を
射
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

学
際
性
を
前
提
に
し
た
「
三
重
構
造
説
」
は

「
税
理
士
業
務
の
法
令
遵
守
」が
根
底
に
あ
る

し
か
し
、
こ
の
田
中
耕
太
郎
博
士
の
「
実
務

慣
行
白
紙
委
任
説
」
に
対
し
て
真
っ
向
か
ら
反
対

論
を
唱
え
ら
れ
た
の
が
、
飯
塚
毅
博
士
で
し
た
。

飯
塚
毅
博
士
は
、
G
o
B
概
念
は
商
法
の
み
に

関
係
す
る
概
念
で
は
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
「
三
重
構
造
説
」
を
唱
え
ら
れ
ま
し
た
（
飯
塚

毅
『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
（
改
訂
版
）』
1
9
8
8
年
、

森
山
書
店
、
15
頁
）。

【
第
1
命
題
】

広
義
の
商
人
の
行
う
べ
き
簿
記
に
関
す
る
基

準
の
歴
史
的
発
展
性
あ
る
集
合
概
念
で
あ
る
。

【
第
2
命
題
】

歴
史
の
流
れ
を
一
定
時
点
で
輪
切
り
に
し
て

そ
の
横
断
面
を
み
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
特
定

の
法
規
範
群
に
よ
っ
て
、
そ
の
限
界
が
明
確

化
さ
れ
て
い
る
概
念
で
あ
る
。

【
第
3
命
題
】

そ
の
形
式
的
な
諸
要
件
を
充
足
し
た
と
き

は
、
そ
の
帳
簿
は
、
税
務
官
公
署
に
対
し
て

証
拠
力
を
も
つ
と
認
め
ら
れ
る
機
能
を
発
揮

す
る
概
念
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
G
o
B
概
念
の
本
質
的
属
性
と
は
、

①
歴
史
的
発
展
性
あ
る
集
合
概
念
で
あ
り
、
②

そ
の
都
度
、
特
定
の
法
規
範
群
に
よ
っ
て
そ
の

限
界
が
明
確
化
さ
れ
て
お
り
、
③
「
形
式
的
な

G
o
B
」
を
充
足
し
た
帳
簿
に
は
租
税
法
上
証

拠
力
が
あ
る
─
─
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
塚
毅
博
士
の
「
三
重
構
造
説
」
が
、
通
説

と
な
っ
て
い
た
田
中
耕
太
郎
博
士
の
「
実
務
慣

行
白
紙
委
任
説
」
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
商

法
上
の
G
o
B
は
も
ち
ろ
ん
、
国
税
通
則
法
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
計
法
規
ま
で
含
め
た
多
岐
に

わ
た
る
法
源
に
基
づ
く
G
o
B
を
前
提
と
し
て

い
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
G
o
B
概
念
の
学
際
性

を
前
提
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
、
税
理
士
の
実
務
を
思
い
出
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
我
々
税
理
士
が
決
算
書
・
申
告

書
を
作
成
す
る
と
き
、
税
法
は
も
ち
ろ
ん
、
国

税
通
則
法
や
商
法
、
会
社
法
な
ど
そ
の
会
社
に

関
係
す
る
法
令
や
規
則
の
す
べ
て
を
前
提
に
し

て
実
務
に
あ
た
る
は
ず
で
す
。
つ
ま
り
、
税
理

士
業
務
そ
の
も
の
が
異
な
る
領
域
に
ま
た
が
る

職
業
で
あ
る
わ
け
で
す
。
ま
さ
に
税
理
士
業
務

に
は
学
際
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
ね
。

飯
塚
毅
博
士
は
、「
租
税
正
義
の
実
現
」
の

た
め
に
も
、
す
べ
て
の
関
係
法
令
を
遵
守
し
て

税
理
士
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
─
─

と
の
強
烈
な
使
命
感
が
根
底
に
あ
り
、
だ
か
ら
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こ
そ
、
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
G
o
B

概
念
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
税
理
士
業
務
に
根
差
し

た
「
三
重
構
造
説
」
は
、
ま
さ
に
実
務
家
で
あ
っ

た
飯
塚
毅
博
士
な
ら
で
は
の
視
点
と
い
え
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
最
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
計
法
で
も

示
さ
れ
た「
三
重
構
造
説
」の
正
当
性

こ
こ
ま
で
の
議
論
に
よ
り
、
飯
塚
毅
博
士
の

「
三
重
構
造
説
」
は
、
商
法
や
国
税
通
則
法
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
計
法
規
等
、
多
様
な
法
源
を

含
め
た
学
際
性
を
前
提
と
し
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
一
度
、
現
代
に
目
を
転
じ
て
み
ま
し

ょ
う
。
ド
イ
ツ
で
は
、
現
代
に
お
い
て
も

G
o
B
概
念
が
尊
重
さ
れ
、
そ
し
て
し
っ
か
り

と
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
好
例
が
、
2
0
1
4
年
11
月
に
ド
イ
ツ

連
邦
財
務
省
が
公
表
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
計

法
に
関
す
る
行
政
規
則
で
す
。
こ
の
行
政
規
則

は
、「
電
子
形
態
で
の
帳
簿
、
記
録
お
よ
び
証

拠
書
類
の
正
規
の
作
成
と
保
管
な
ら
び
に
デ
ー

タ
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
諸
原
則
（Grundsätze 

zur ordnungsm
äßigen Führung und A

ufbew
ahrung 

von Büchern,  A
ufzeichnungen und Unterlagen in 

elektronischer Form
 sow

ie zum
 Datenzugriff

）」
と

い
い
、
G
o
B
D
と
称
し
ま
す
。
G
o
B
D
は
、

I
T
活
用
に
よ
る
簿
記
お
よ
び
そ
の
他
の
記
録

に
関
す
る
「
正
規
性
の
必
要
条
件
」
を
具
体
化

し
た
行
政
規
則
で
あ
り
、
2
0
1
5
年
1
月
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
4
月
、
D
A
T
E
V
前
理
事
長

で
現
ド
イ
ツ
産
業
連
盟
（
B
D
I
）
会
長
を
務
め

ら
れ
て
い
る
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ケ
ン
プ
教
授

（Prof. D
ieter K

em
pf

）
ら
が
来
日
さ
れ
、
こ
の

G
o
B
D
が
ド
イ
ツ
税
理
士
に
与
え
る
イ
ン
パ

ク
ト
に
つ
い
て
、
詳
細
な
講
演
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
（
T
K
C
会
報
2
0
1
5
年
7
月
特
別
号

『
ド
イ
ツ
の
最
新
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
計
法
」』、
坂
本

孝
司
監
訳
）。
こ
の
講
演
で
は
っ
き
り
し
た
の
は
、

飯
塚
毅
博
士
の
「
三
重
構
造
説
」
の
正
当
性
で

す
。
G
o
B
D
に
明
記
し
て
あ
る
G
o
B
に
つ

い
て
の
記
述
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
次
頁
）。

　

例
え
ば
、「
1
．
10
．
18　

G
o
B
は
、
鑑

定
人
の
意
見
表
明
、
商
習
慣
、
慣
行
、
慣
習
法
、

組
織
面
や
技
術
面
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
変
遷

す
る
こ
と
が
あ
り
、
変
化
を
免
れ
な
い
。」
は
、

若
干
表
現
は
異
な
り
ま
す
が
、「
三
重
構
造
説
」

の
第
1
命
題
、「
実
務
慣
行
白
紙
委
任
説
」
と

も
一
致
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

 

「
1
．
10
．
17　

G
o
B
は
、
特
に
法
律
規
範

や
判
例
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
判
例
や
行

政
に
よ
り
、
そ
の
都
度
、
個
別
に
解
釈
さ
れ
て

適
用
さ
れ
る
不
確
定
法
概
念
で
あ
る
。」
は
、

「
三
重
構
造
説
」
の
第
2
命
題
と
呼
応
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
田
中
耕
太
郎
博
士
の
「
実
務
慣

行
白
紙
委
任
説
」
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
「
1
．
6
．
11　

国
税
通
則
法
第

1
5
8
条
に
よ
り
、
国
税
通
則
法
第
1
4
0
条

か
ら
第
1
4
8
条
ま
で
の
規
定
を
満
た
す
租
税

義
務
者
の
簿
記
お
よ
び
記
録
は
、
個
々
の
状
況
か

ら
し
て
そ
の
実
質
的
な
正
当
性
（R

ichtigkeit

）

に
異
議
を
は
さ
む
根
拠
が
な
い
限
り
、
課
税
の

基
礎
と
な
る
。」
に
つ
い
て
は
、「
三
重
構
造
説
」

の
第
3
命
題
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
田
中
耕
太
郎
博
士
の

「
実
務
慣
行
白
紙
委
任
説
」
で
は
当
て
は
ま
る

部
分
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
次
章
か
ら
は
、「
実
務
慣
行
白
紙
委

任
説
」
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
三
重
構

造
説
」
の
第
2
命
題
・
第
3
命
題
に
つ
い
て
詳

し
く
見
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
そ
の
前

提
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に

G
o
B
概
念
は
学
際
性
の
あ
る
概
念
で
あ
り
、

経
営
学
上
の
G
o
B
、
商
法
上
の
G
o
B
、
租

税
法
上
の
G
o
B
、財
務
行
政
上
の
G
o
B（
例

え
ば
G
o
B
D
）
な
ど
す
べ
て
の
領
域
を
対
象
と

す
る
（「
三
重
構
造
説
」
第
1
命
題
）
こ
と
を
出
発

点
と
い
た
し
ま
す
。
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電子形態での帳簿、記録および証拠書類の正規の作成と保管ならびにデータアクセスに関する
諸原則（GoBD）※一部抜粋

1．6 簿記と記録の証拠力、財務行政による異議の表明
11 国税通則法第158条により、国税通則法第140条から第148条までの規定を満たす租税義務者の簿記および記録

は、個々の状況からしてその実質的な正当性（Richtigkeit）に異議をはさむ根拠がない限り、課税の基礎となる。

1．10 正規の簿記の諸原則（GoB）
17 GoBは、特に法律規範や判例によって特徴づけられ、判例や行政により、その都度、個別に解釈されて適用され

る不確定法概念である。

18 GoBは、鑑定人の意見表明、商習慣、慣行、慣習法、組織面や技術面の変化などによって変遷することがあり、
変化を免れない。

19 GoBは、簿記に関わる形式的な要求事項と実質的な要求事項を含んでいる。形式的な要求事項は、特に商人につ
いては商法第238条以下から生じ、記帳義務者および記録義務者については国税通則法第145条から第147条ま
での規定から生じる。帳簿や記録が実質的に正規であるのは、取引がその効果に関して、追跡可能であり、完全
網羅的に、正確に、適時にかつ整然と把握されるとともに、連動して記帳ないし処理されているときである（商法
第239条第2項、国税通則法第145条、国税通則法第146条第1項を参照）。簿記と記録の証拠力については「1．6．
11」を参照のこと。

ドイツ国税通則法（AO）※一部抜粋

【第145条 簿記と記録に関わる全般的な要求事項】
1．簿記は、それが専門的知識を有する第三者に対して、相当なる期間内に、取引および企業の状況に関する全容を

伝達し得るような性質のものでなければならない。取引は、その発生から終了までを追跡しうるものでなければ
ならない。

2．記録は、課税のために当該記録が果たすべき目的が達成されるように行う。
【第146条 簿記と記録についての秩序規定】

1．記帳（Buchungen）およびその他必要な記録は、完全網羅的に、正確に、適時にかつ整然と行う。現金収入およ
び現金支出は、毎日記録するものとする。

3．記帳およびその他必要な記録は、現行の言語を用いる。ドイツ語以外の言語が用いられているときは、財務官庁
は翻訳を要求することができる。略語、数字、アルファベットまたは図形の記号が使用される場合には、その都
度、それぞれの意味が明確に確定していなければならない。

4．記帳または記録は、その当初の内容が確認できないような方法でこれを変更されてはならない。その変更が最初
になされたか、またはその後においてはじめてなされたかが不明確であるような性質の変更も行われてはならない。

5．帳簿（Bucher）およびその他必要な記録は、その簿記の形式がその際に適用された手続を含めて、正規の簿記
の諸原則に合致している限りにおいて、証憑書類の整然としたファイルという形をとることも、またはデータ媒体
で行うこともでき、税法のみに従って行われるべき記録においては、適用される方法の許容性は、記録が課税の
ために果たすべき目的に準じて規定される。データ媒体での帳簿およびその他必要な記録の作成については、そ
のデータが保存期間中はいつでも利用可能であり、かつ、遅滞なく読取り可能であることが、特に保証されてい
なければならない。このことは、第147条第6項に定める財務官庁の権限についても該当する。第1項から第4項ま
での規定は、これを準用する。

【第158条 簿記の証拠力】
　第140条から第148条までの規定に合致する租税義務者の簿記および記録は、個々の場合の事情により、その実質
的な真実性（Richtigkeit）に異議を唱える原因がない限り、課税の基礎とする。

TKC会報2015年7月特別号『ドイツの最新「コンピュータ会計法」』（坂本孝司監訳）より、一部修正
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不
確
定
法
概
念
で
あ
る
G
o
B
概
念
の
検
証
は
、

「
簿
記
の
正
規
性
の
基
準
」を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

ま
ず
、「
三
重
構
造
説
」
の
第
2
命
題
を
も

う
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
第
2
命
題
】

歴
史
の
流
れ
を
一
定
時
点
で
輪
切
り
に
し
て

そ
の
横
断
面
を
み
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
特
定

の
法
規
範
群
に
よ
っ
て
、
そ
の
限
界
が
明
確

化
さ
れ
て
い
る
概
念
で
あ
る
。

第
2
命
題
は
、
平
た
く
言
え
ば
、「
G
o
B

概
念
が
一
体
何
を
指
す
の
か
」
と
い
う
こ
と
を

示
す
も
の
、
つ
ま
り
概
念
規
定
の
問
題
で
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
G
o
B
概
念
と
は
、
法
律
や

判
例
、
あ
る
い
は
法
律
の
委
任
に
よ
る
行
政
規

則
な
ど
に
よ
っ
て
常
に
明
確
に
さ
れ
て
い
る
概

念
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
、
こ
の
第
2
命
題
は
G
o
B
D
の
考

え
方
「
1
．
10
．
17　

G
o
B
は
、
特
に
法
律

規
範
や
判
例
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
判
例

や
行
政
に
よ
り
、
そ
の
都
度
、
個
別
に
解
釈
さ

れ
て
適
用
さ
れ
る
不
確
定
法
概
念
で
あ
る
。」

と
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
と
す
れ

ば
、
こ
の
第
2
命
題
を
検
証
し
て
「
簿
記
の
正

規
性
の
基
準
と
な
る
一
般
的
な
G
o
B
」
を
具

体
的
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
の
不
確
定

法
概
念
（
会
計
包
括
概
念
）
で
あ
る
「
一
般
に
公

正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
の
慣
行
」
概
念
と

は
何
を
い
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に

で
き
る
は
ず
で
す
。

飯
塚
毅
博
士
は
こ
の
点
に
つ
き
、
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
ま
す
（
飯
塚
毅
『
正
規
の
簿
記
の
諸

原
則
』
1
9
8
3
年
、
森
山
書
店
、
4
頁
）。

 
「
私
が
怠
慢
で
、
か
つ
、
無
能
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
ま
だ
、
わ
が
国
の
法
人

税
法
第
二
二
条
第
四
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る

『
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処

理
の
基
準
』
と
い
う
概
念
と
、
所
得
税
法
施

行
規
則
第
五
七
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
『
正

規
の
簿
記
の
原
則
』
と
い
う
概
念
と
の
、
有

権
解
釈
規
定
の
存
在
を
知
り
ま
せ
ん
。
も

し
、万
一
に
も
、こ
れ
が
無
い
と
し
た
な
ら
、

大
蔵
当
局
は
、
今
重
大
な
失
態
を
侵
し
て
い

る
、
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、

そ
れ
ら
の
有
権
解
釈
規
定
が
、
全
国
の
企
業

会
計
の
品
質
を
担
保
す
る
性
質
を
持
つ
か
ら

で
あ
り
ま
す
。」

飯
塚
毅
博
士
は
、
わ
が
国
の
法
人
税
法
第
22

条
第
4
項
に
い
う
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め

ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
」
と
は
具
体
的
に
何

を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
所
得
税
法
施
行
規
則

第
57
条
に
い
う
「
正
規
の
簿
記
の
原
則
」
と
は

具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
つ
ま
り
「
簿
記
の

正
規
性
の
基
準
」
が
不
明
確
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
「
簿
記
の
正
規
性
は
何
を
も
っ
て
担
保

さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
が
放
置
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
法
制
に

お
い
て
記
帳
が
「
野
放
し
」
状
態
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
大
き
な
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

た
だ
し
、
現
在
に
お
い
て
も
、
記
帳
の
問
題

に
関
す
る
議
論
は
あ
ま
り
深
ま
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
は
、
研
究
者
間
の
ス
タ
ン
ス
の
違

い
が
影
響
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

例
え
ば
会
計
学
者
は
、
会
計
包
括
概
念
は
資

産
の
評
価
や
認
識
に
関
す
る
領
域
、
つ
ま
り
貸

借
対
照
表
（
年
度
決
算
書
）
作
成
の
領
域
に
限
定

し
、
会
計
帳
簿
や
記
帳
条
件
を
研
究
の
対
象
外

と
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
も
そ

も
G
o
B
概
念
は
、
年
度
決
算
書
の
簿
記
だ
け

で
な
く
、
記
帳
な
ど
の
「
日
常
の
簿
記
」（
狭

第
２
章　
三
重
構
造
説
：
第
２
命
題
の
検
証
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義
の
簿
記
）
に
関
す
る
諸
原
則
も
含
む
概
念
で

す
。
つ
ま
り
「
広
義
の
簿
記
」
を
対
象
と
し
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
例
え
ば
法
律
学
者
は
、
成
文
化
さ
れ

た
G
o
B
も
G
o
B
概
念
に
含
め
る
と
す
る
立

場
を
取
る
の
に
対
し
、
会
計
学
者
は
、
成
文
化

さ
れ
た
G
o
B
は
も
は
や
単
な
る
法
規
範
で
あ

る
と
主
張
し
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
か
つ
て
ド
イ
ツ
で
も
同
様
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
ド
イ
ツ
租
税
法
学
の
権
威
で
あ

る
ベ
ッ
カ
ー
／
リ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
／
コ
ッ
ホ
も
、

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
（Enno Becker, 

A
lfred Riew

ald, Karl Koch, Reichsabgabenordnung 

m
it N

ebengesetzen : K
om

m
entar, Bd. 2, K

öln, 

H
eym

ann, 1965, 

§48.

）。

 

「
一
般
に
、
G
o
B
が
た
だ
成
文
法
を
充
填
し

か
つ
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
る

場
合
に
は
、
法
律
上
の
規
定
か
ら
明
ら
か
に

な
る
諸
原
則
は
G
o
B
概
念
に
含
め
な
い
。」

ベ
ッ
カ
ー
は
、
1
9
1
9
年
の
ラ
イ
ヒ
国
税

通
則
法
（
R
A
O
）
を
半
年
で
作
り
上
げ
た
、

天
才
的
な
税
法
学
者
で
す
。
ベ
ッ
カ
ー
ら
は
国

税
通
則
法
や
商
法
等
に
成
文
化
さ
れ
た
G
o
B

も
G
o
B
概
念
に
含
め
る
と
い
う
立
場
を
取
っ

て
い
ま
す
が
、
会
計
学
者
は
、
法
律
化
さ
れ
た

G
o
B
を
除
外
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
─
─

と
し
て
そ
の
立
場
の
違
い
を
鮮
明
に
し
て
い
ま
す
。

飯
塚
毅
博
士
が
ど
ち
ら
の
立
場
を
取
っ
て
い

る
か
と
い
え
ば
、「
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
と

の
概
念
は
、
そ
の
概
念
の
内
包
と
外
延
と
の
全

て
が
、実
定
法
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」

（
飯
塚
（
1
9
8
8
）、
1
4
3
頁
）
と
の
記
述
か
ら

も
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
第
1
命
題
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

成
文
化
さ
れ
た
個
々
の
G
o
B
も
含
め
る
立
場

を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

簿
記
の
正
規
性
を
決
定
づ
け
る
原
則
に
は

「
形
式
的
原
則
」「
実
質
的
原
則
」の
二
つ
が
あ
る

し
か
し
、
会
計
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
飯
塚

毅
博
士
と
同
じ
く
「
国
税
通
則
法
や
商
法
等
に

成
文
化
さ
れ
た
G
o
B
も
す
べ
て
G
o
B
概
念

に
含
め
る
」
と
の
立
場
を
取
ら
れ
た
の
が
、
私

の
恩
師
で
も
あ
り
ま
す
武
田
隆
二
博
士
で
し
た
。

武
田
隆
二
博
士
は
、
法
律
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も

踏
ま
え
て
会
計
学
を
研
究
さ
れ
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
（
武
田
隆
二
「
ド
イ
ツ
税
法

に
お
け
る
所
得
計
算
原
理
」
神
戸
大
学
『
国
民
経
済
雑

誌
』
1
0
6（
3
）、
1
9
6
2
年
、
72
頁
）。

 

「
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
の
内
容
を
な
す
も
の

と
し
て
形
式
的
原
則
（form

elle G
rundsätze

）

と
実
質
的
原
則
（m

aterielle G
rundsätze

）
の

二
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

形
式
的
原
則
と
は
、
記
帳
の
継
続
性
、
完

全
性
、
正
確
性
と
か
帳
簿
に
は
一
連
の
番
号

が
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
あ
る

い
は
イ
ン
ク
で
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
っ
た
よ
う
な
簿
記
の
形
式
に
係
わ
る
も

の
で
、
租
税
基
本
法
（
A
O
 §
1
6
2
）
に
規

定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。

　

正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
は
か
か
る
形
式
的

規
定
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
主
た

る
意
味
は
実
質
的
・
法
的
領
域
（m

ateriell-

rechtliches G
ebiet

）
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
貸
借
対
照
表
上
ど
の
よ
う

な
経
済
財
を
ど
の
よ
う
な
価
額
で
評
価
す
べ

き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
ま
さ
に
正
規

の
簿
記
の
諸
原
則
を
基
準
と
す
べ
き
な
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
質
的
意
味
を
も
つ
正

規
の
簿
記
の
諸
原
則
に
よ
っ
て
、
利
益
が
決

定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。」

つ
ま
り
簿
記
の
正
規
性
は
、「
租
税
基
本
法
」

に
規
定
さ
れ
る
形
式
的
原
則
と
、
貸
借
対
照
表

作
成
の
諸
原
則（
経
済
財
の
認
識
方
法
と
評
価
方
法
）

に
基
づ
く
実
質
的
原
則
の
両
方
を
満
た
し
て
初

め
て
担
保
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
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ち
な
み
に
「
租
税
基
本
法
」
と
は
、
R
A
O

の
こ
と
で
す
。
T
K
C
シ
ス
テ
ム
は
、
一
連
番

号
の
設
定
を
求
め
て
い
た
り
遡
及
修
正
を
禁
止

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

R
A
O
に
規
定
さ
れ
て
い
た
正
規
の
簿
記
の
形

式
的
原
則
を
満
た
す
た
め
に
設
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。
飯
塚
毅
博
士
は
、
日
本
の
法
律
に
は
簿

記
の
正
規
性
を
担
保
す
る
形
式
的
原
則
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の

商
法
・
税
法
等
の
条
文
を
す
べ
て
取
り
寄
せ
て
、

そ
れ
ら
の
法
律
を
充
足
す
る
よ
う
な
T
K
C
シ

ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
考
え
方
を
総
合
し
て
、「
簿
記
の

正
規
性
」
の
基
準
と
な
る
一
般
的
な
G
o
B
の

概
念
を
図
表
1
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
の
で
も

う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
（
下
）。

　

ま
ず
、「
簿
記
」
に
は
二
つ
あ
り
、「
日
常
の

簿
記
」
と
「
年
度
決
算
書
（
貸
借
対
照
表
）」
作

成
の
二
つ
の
領
域
を
含
み
ま
す
。
そ
し
て

G
o
B
に
は
「
形
式
的
原
則
」
と
「
実
質
的
原

則
」
の
二
つ
の
原
則
が
あ
り
、
形
式
的
原
則
と

い
う
の
は
、
記
帳
は
連
続
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、

遡
及
修
正
を
禁
止
す
る
と
か
い
っ
た
、
形
式
的

な
も
の
に
関
す
る
原
則
で
す
。
実
質
的
原
則
と

い
う
の
は
、
時
価
評
価
な
の
か
取
得
原
価
評
価

な
の
か
と
い
っ
た
、
資
産
の
評
価
と
認
識
に
関

す
る
原
則
を
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
細
か
く
し
て
、

「
成
文
化
さ
れ
て
い
る
か
否
か
」
で
区
切
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
商
法
や
税
法
等
に

G
o
B
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
G
o
B
概
念
は
図

表
1
の
①
〜
⑧
、
全
部
で
八
つ
の
構
成
要
素
が

含
ま
れ
る
と
い
え
ま
す
。

考
え
方
の
順
番
と
し
て
は
、
図
表
2
の
よ
う

に
、
基
本
法
で
あ
る
「
商
法
上
の
G
o
B
」
を

出
発
点
と
し
て
、「
税
法
等
の
G
o
B
も
対
象

と
す
る
」
か
否
か
、
次
に
「
日
常
の
簿
記
（
記

帳
問
題
）
を
含
む
」
か
否
か
、
そ
し
て
、「
成
文

化
さ
れ
た
G
o
B
を
含
む
」
か
否
か
─
─
と
い

う
三
つ
の
分
岐
点
を
経
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
て
初
め
て
、
そ
の
理
論
は
G
o
B
概
念

の
全
容
を
描
写
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ド
イ
ツ
商
法
典
・
国
税
通
則
法
に
は

「
簿
記
の
正
規
性
」が
成
文
化
さ
れ
て
い
る

で
は
、
図
表
1
「『
簿
記
の
正
規
性
』
の
基

準
と
な
る
一
般
的
な
G
o
B
」
の
①
〜
⑧
の
構

成
要
素
に
基
づ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
法
制
度
に
お

図表 1

図表 2

「簿記の正規性」の基準となる一般的なＧｏＢ

「簿記の正規性の基準となる一般的なGoB」を確定するためのフロー図

引用出所：坂本孝司『会計制度の解明』中央経済社、2011年、162頁の図表5-6
＊①から⑧には、商法、国税通則法、所得税法等関連規定におけるＧｏＢを含む。

GoB 形式的なGoB 実質的なGoB

簿記 成文化
されている

成文化
されていない

成文化
されている

成文化
されていない

広義の簿記

日常の簿記
（狭義の簿記） ① ② ③ ④

年度決算書
（貸借対照表） ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

スタート［商法上のGoB］

Yes
No

No

No

Yes

Yes

Yes

Ｇｏ
Ｂ
概
念
の
全
容
を
描
写
し
て
い
な
い

簿記の正規性の基準となる一般的なGoB

税法等のGoBも対象とする

日常の簿記を含む

成文化されたGoBを含む
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け
る
G
o
B
概
念
を
あ
ら
た
め
て
概
観
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
商
法
典
と
国
税
通
則
法
に
成
文
化

さ
れ
た
も
の
を
調
べ
て
記
載
し
て
み
ま
し
た

（
図
表
3
・
図
表
4
）。「
H
G
B
」
と
は
商
法
典
、

「
A
O
」
と
は
国
税
通
則
法
を
指
し
ま
す
。

ま
ず
、「
日
常
の
簿
記
」
の
領
域
、
つ
ま
り

記
帳
の
領
域
（
図
表
1
の
①
③
）
に
つ
い
て
見
て

み
ま
し
ょ
う
（
図
表
3
）。「
形
式
的
な
G
o
B
」

の
う
ち
「
明
瞭
性
」「
一
目
瞭
然
性
」
と
い
っ

た
こ
と
を
は
じ
め
、
13
も
の
記
帳
条
件
が
成
文

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
再
検

査
可
能
性
」
と
は
、
証
憑
か
ら
決
算
書
ま
で
、

あ
る
い
は
決
算
書
か
ら
証
憑
ま
で
、
ず
っ
と
ド

リ
ル
ア
ッ
プ
／
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
で
追
え
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。「
正
確
な
記
帳
」「
適
時
の
記
帳
」

「
正
規
の
現
金
記
帳
」「
整
然
と
し
た
記
帳
」
と

い
っ
た
、
あ
る
種
当
た
り
前
の
こ
と
も
す
べ
て

法
律
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

4
行
目
に
「
完
全
網
羅
的
な
記
帳
」
と
あ
り

ま
す
ね
。「
完
全
網
羅
的
」
と
い
う
の
は

「vollständig

」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
な
ん
で
す

が
、
か
つ
て
飯
塚
毅
博
士
の
も
と
で
政
経
研
運

動
を
し
て
い
た
頃
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

あ
る
時
、
与
党
の
有
力
国
会
議
員
の
方
々
を
前

図表 3

図表 4

「日常の簿記（狭義の簿記）」の領域で成文化されている原則

「年度決算書（貸借対照表）」の領域で成文化されている原則

GoB 形式的なGoB 実質的なGoB

簿記 成文化されている（図表1の①） 成文化されている（図表1の③）

日常の簿記
（狭義の簿記）

HGB AO HGB AO

明瞭性 238（1） - 真実性 239（2） 146（1）

一目瞭然性 238（1） 145（1） 完全性 239（2） 146（1）

再検査可能性 238（1） 145（1）

完全網羅的な記帳 239（2） 146（1）

正確な記帳 239（2） 146（1）

適時の記帳 239（2） 146（1）

正規の現金記帳 - 146（1）

整然とした記帳 239（2） 146（1）

用語の限定 239（1） 146（3）

記帳の不可変性 239（3） 146（4）

証憑原則 257 147（1）

勘定真実性 - 154

保存義務 261 147

GoB 形式的なGoB 実質的なGoB

簿記 成文化されている（図表1の⑤） 成文化されている（図表1の⑦）

年度決算書
（貸借対照表）

HGB AO HGB AO

一目瞭然性 238（1） 145（1） 真実性 239(2) 146(1)

再検査可能性 238（1） 145（1） 完全性 239(2) 146(1)

独語・ユーロの使用 244 - 貸借対照表継続性 252(1)① -

適時の作成 243（3） - 企業活動の継続性 252(1)② -

表示形式の継続性 243（1） - 基準日基準 252(1)③ -

明瞭性・一目瞭然性 243（2） - 個別評価 252(1)③ -

署名 245 - 慎重性 252(1)④ -

総額主義 246（2） - 実現主義 252(1)④ -

営業年度の期間 240（2） - 不均衡主義 252(1)④ -

価値明確化 252(1)④ -

期間的な区分 252(1)⑤ -

方法の継続性 252(1)⑥ -

取得原価主義 253 -
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に
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
時

に
私
は
、「
ド
イ
ツ
で
は
、
適
時
・
正
確
・
整

然
明
瞭
・
完
全
な
記
帳
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
飯
塚
毅
博
士
か
ら
、
す

か
さ
ず
「vollständig

は
、『
完
全
網
羅
的
』

と
い
う
意
味
だ
よ
、
君
」
と
叱
ら
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。「
完
全
」
で
は
甘
い
。「
完
全
網

羅
的
」
だ
か
ら
、
一
つ
も
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
意
味
に
な
る
の
だ
と
。
訳
語
の
一
つ
に

も
確
固
た
る
意
思
を
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

で
は
次
に
「
年
度
決
算
書
（
貸
借
対
照
表
）」

の
領
域
（
図
表
1
の
⑤
⑦
）
で
成
文
化
さ
れ
て
い

る
原
則
を
確
認
し
て
み
ま
す
（
図
表
4
）。
通
常
、

「
決
算
書
作
成
基
準
は
会
計
慣
行
で
あ
る
か
ら
、

成
文
化
は
で
き
な
い
」
と
会
計
学
者
は
考
え
る

も
の
で
す
が
、
図
表
4
の
「
実
質
的
な

G
o
B
」
を
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
真
実
性
」

「
完
全
性
」
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

当
然
で
す
ね
。「
貸
借
対
照
表
継
続
性
」
と
は
、

前
年
度
の
決
算
残
高
を
翌
期
の
期
首
残
高
に
引

き
継
ぐ
こ
と
を
求
め
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
れ

か
ら
「
企
業
活
動
の
継
続
性
」
と
は
、
ゴ
ー
イ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ン
を
前
提
に
す
る
こ
と
。
こ
れ

は
会
計
公
準
で
す
。「
基
準
日
基
準
」
と
は
、

事
業
年
度
は
長
く
て
も
1
年
間
に
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
定
め
で
す
が
、
す
べ
て
当
た
り
前
の

こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
の
「
当
た
り

前
」
を
き
っ
ち
り
法
律
に
盛
り
込
ん
で
い
る
の

が
特
筆
す
べ
き
点
で
す
。
こ
れ
だ
け
細
か
く
記

帳
と
決
算
書
作
成
の
条
件
が
法
制
化
さ
れ
て
い

れ
ば
、
事
業
者
の
記
帳
態
度
も
真
摯
な
も
の
で

あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
支
援
す
る
ド
イ
ツ
職
業
会

計
人
の
社
会
的
地
位
も
自
ず
と
高
く
な
っ
て
い

く
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
容
易
に
推
察
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
実
務
慣
行
白
紙
委
任
説
」「
三
重
構
造
説
」は

互
い
に
否
定
し
合
う
関
係
で
は
な
い

こ
こ
で
、「
簿
記
の
正
規
性
の
基
準
と
な
る
一

般
的
な
G
o
B
」
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、
田
中

耕
太
郎
博
士
の
「
実
務
慣
行
白
紙
委
任
説
」
と
、

飯
塚
毅
博
士
の
「
三
重
構
造
説
」
と
を
、
も
う
一

度
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
図
表
5

（
次
頁
）
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

形
式
的
か
つ
狭
義
の
簿
記
（
日
常
の
簿
記
）
に

関
す
る
G
o
B（
図
表
1
の
①
②
）
は
、「
三
重
構

造
説
」
の
第
2
命
題
に
該
当
し
ま
す
。
ド
イ
ツ

の
事
例
を
見
て
も
、
成
文
化
さ
れ
て
い
る
項
目

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。
た
だ
し
、
実
質

的
か
つ
貸
借
対
照
表
（
年
度
決
算
書
）
作
成
に
関

す
る
G
o
B（
図
表
1
の
⑦
⑧
）
に
関
し
て
は
、

会
計
の
認
識
測
定
の
領
域
で
す
か
ら
、
成
文
化

で
は
な
く
実
務
慣
行
（
現
代
的
に
は
種
々
の
会
計

基
準
を
含
む
）
に
委
ね
る
と
い
う
「
実
務
慣
行
白

紙
委
任
説
」
に
説
得
力
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
が
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
あ
る
命
題
（
テ
ー
ゼ
）
が
打
ち
立
て
ら
れ

る
と
、
そ
れ
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
反
対
命

題
（
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
）
が
出
現
し
、
最
後
に
は
二

つ
が
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
（aufheben

：
止
揚
）
さ

れ
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
た
命
題
（
ジ
ン
テ
ー
ゼ
）

に
至
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
理
論
を
G
o
B
概
念
の
論
争
に
当
て
は

め
れ
ば
、
ま
ず
、
田
中
耕
太
郎
博
士
が
テ
ー
ゼ

と
し
て
「
実
務
慣
行
白
紙
委
任
説
」
を
打
ち
立

て
、
そ
の
後
、
飯
塚
毅
博
士
が
真
っ
向
か
ら
否

定
す
る
「
三
重
構
造
説
」
を
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と

し
て
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
説
を
止
揚
し

統
合
し
た
ジ
ン
テ
ー
ゼ
を
示
す
な
ら
ば
、
両
説

は
互
い
に
否
定
し
合
う
関
係
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
G
o
B
概
念
に
は
法
規
範
化
す

べ
き
領
域
（
形
式
的
か
つ
狭
義
の
G
o
B
）
と
、

会
計
基
準
を
含
む
実
務
慣
行
に
委
ね
る
べ
き
領

域
（
実
質
的
か
つ
貸
借
対
照
表
作
成
に
関
す
る

G
o
B
）
と
の
二
つ
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ

の
見
解
を
裏
づ
け
る
の
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
財
務

省
に
よ
る
G
o
B
D
の
見
解
で
あ
る
─
─
。
こ

れ
が
私
の
導
き
出
し
た
現
代
解
釈
で
す
。
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決
算
書
の
信
頼
性
を「
入
口
」で
担
保
す
る

会
計
帳
簿
の
証
拠
性
の
概
念

 

「
三
重
構
造
説
」
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
、

「
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
」
と
租
税
法
上
の
「
簿

記
の
証
拠
力
」
と
の
関
係
性
を
明
示
し
て
い
る

第
3
命
題
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

な
ぜ
な
ら
、 「
簿
記
の
証
拠
力
」
の
法
的
構

造
を
読
み
解
く
こ
と
は
、①
「
簿
記
の
証
拠
力
」

は
納
税
者
の
正
当
な
権
利
を
確
保
す
る
こ
と
、

②
同
時
に
「
会
計
帳
簿
お
よ
び
決
算
書
の
信
頼

性
」
確
保
の
仕
組
み
を
解
明
す
る
こ
と
─
─
と

直
結
し
て
い
る
か
ら
で
す
。「
三
重
構
造
説
」

の
第
3
命
題
は
、
次
の
通
り
で
す
。

【
第
3
命
題
】

そ
の
形
式
的
な
諸
要
件
を
充
足
し
た
と
き

は
、
そ
の
帳
簿
は
、
税
務
官
公
署
に
対
し
て

証
拠
力
を
も
つ
と
認
め
ら
れ
る
機
能
を
発
揮

す
る
概
念
で
あ
る
。

つ
ま
り
、第
2
命
題
の
検
証
で
確
認
し
た「
形

式
的
な
G
o
B
」
に
基
づ
い
て
い
る
帳
簿
で
あ

れ
ば
、
そ
の
帳
簿
に
は
正
規
性
が
あ
り
、
か
つ

証
拠
性
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
す
。

飯
塚
毅
博
士
は
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
（
飯
塚
（
1
9
8
8
）

5
─
6
頁
）。

 

「
日
本
で
は
、
法
人
税
法
第
1
3
0
条
、
所

得
税
法
第
1
5
5
条
が
、
旧
R
A
O
の
第

2
0
8
条
、
新
A
O
の
第
1
5
8
条
と
同
一

趣
旨
の
条
文
と
な
っ
て
お
り
、
青
色
申
告
書

を
適
法
に
出
し
て
い
る
法
人
・
個
人
の
申
告

所
得
額
に
つ
い
て
、
更
正
処
分
を
す
る
場
合

に
は
『
帳
簿
書
類
を
調
査
し
…
…
金
額
の
計

算
に
誤
り
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限

り
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
の
明

文
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
を
日
本
の
行
政
、
学

第
3
章　
三
重
構
造
説
：
第
３
命
題
の
検
証

図表 5 GoBD・三重構造説・実務慣行白紙委任説におけるGoB概念の対比

正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
：
Ｇ
ｏ
Ｂ

GoBD 三重構造説 実務慣行白紙委任説

GoBD(1.10.18)
GoBは、鑑定人の意見表
明、商習慣、慣行、慣習法、
組織面や技術面の変化な
どによって変遷することが
あり、変化を免れない。

第１命題
広義の商人の行うべき簿
記に関する基準の歴史的
発展性ある集合概念であ
る。

法は個々の重要点に関し
自ら規定を設ける場合を
のぞいて単に白紙的規定
を設け、細目を実務上の慣
行に委任している。

GoBD(1.10.17)
GoBは、特に法律規範や
判例によって特徴づけら
れ、判例や行政により、そ
の都度、個別に解釈されて
適用される不確定法概念
である。

第２命題
歴史の流れを一定時点で
輪切りにしてその横断面
をみれば、その都度、特定
の法規範群によって、その
限界が明確化されている
概念である。
各法源が固有する特定の
社会的規範形成への要請
を担って、実定法として登
場している。

形
式
的
な
G
o
B

GoBD(1.6.11)
国税通則法第158条
により、国税通則法第
140条から第148条ま
での規定を満たす租税
義務者の簿記および記
録は、個々の状況から
してその実質的な正当
性（Richtigkeit）に異議
をはさむ根拠がない限
り、課税の基礎となる。

第３命題
その形式的な諸要件を充
足したときは、その帳簿は、
税務官公署に対して証拠
力をもつと認められる機
能を発揮する概念である。

実
質
的
な
G
o
B

法は個々の重要点に関し
自ら規定を設ける場合を
のぞいて単に白紙的規定
を設け、細目を実務上の慣
行に委任している。
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界
、
及
び
実
務
家
の
多
く
の
方
々
は
、
更
正

処
分
の
制
限
に
関
す
る
技
術
的
な
条
項
又
は

特
典
だ
と
し
か
理
解
し
て
お
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
条
文
は
厳
と
し
て
眼
前
に
実
在
す
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
会
計
帳
簿
の
『
証
拠
性
』

ま
た
は
『
証
拠
能
力
』
な
い
し
は
『
証
拠
価
値
』

を
意
味
す
る
も
の
だ
、
と
ま
で
は
理
解
し
て

お
ら
れ
な
い
。」

飯
塚
毅
博
士
は
、
ド
イ
ツ
国
税
通
則
法
第

1
5
8
条
と
わ
が
国
の
青
色
申
告
制
度
規
定

（
法
人
税
法
第
1
3
0
条
・
所
得
税
法
第
1
5
5
条
）

を
同
様
の
趣
旨
を
も
つ
規
定
と
し
て
、
い
ず
れ

も
「
簿
記
の
証
拠
力
を
認
め
た
条
文
で
あ
る
」

と
読
み
解
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
に
至
る
ま
で
、
租
税
法
上
の

「
簿
記
の
証
拠
力
」
に
関
す
る
研
究
は
進
展
し

な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
を

飯
塚
毅
博
士
は
次
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
ま
す

（
飯
塚
（
1
9
8
8
）
7
頁
、
2
8
6
頁
）。　

 

「
筆
者
が
、
帳
簿
の
証
拠
性
に
つ
い
て
、
重

大
な
関
心
を
向
け
た
の
は
、
日
独
両
国
共

に
、
厳
と
し
て
、
眼
前
に
帳
簿
の
証
拠
性
を

認
め
た
条
文
を
も
ち
、
従
っ
て
、
そ
の
基
盤

を
な
す
『
記
帳
条
件
の
法
定
』
現
象
が
両
国

に
実
在
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
各
界
の

方
々
が
、
米
国
の
租
税
判
例
、
内
国
歳
入
法

及
び
米
国
会
計
学
の
影
響
か
ら
な
の
か
、
誤

解
に
基
づ
く
『
帳
簿
観

4

4

4

』
を
抱
い
て
し
ま
っ

た
点
に
あ
る
。」

 

「
こ
の
会
計
に
お
け
る
適
時
性
の
原
則
と
会

計
帳
簿
の
証
拠
性
の
観
念
こ
そ
は
、
ド
イ
ツ

法
に
お
け
る
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
の
突
出

し
た
特
徴
な
の
で
あ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の

国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
原
則
な
の
で
あ
る
。」

コ
モ
ン
・
ロ
ー
（
慣
習
法
）
を
採
用
し
て
い

る
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
諸
国
は
、
商
法
典
が

存
在
し
な
い
こ
と
も
関
係
し
て
か
、「
帳
簿
の

証
拠
性
」
と
い
う
概
念
は
な
く
、
公
認
会
計
士

監
査
に
よ
っ
て
決
算
書
の
信
頼
性
を
担
保
し
て

い
ま
す
。
い
わ
ば
、「
出
口
面
」
で
信
頼
性
を

保
証
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
商
法
典
の
上
に
会
計
制
度
が
成

り
立
つ
フ
ラ
ン
コ
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
法
（
大
陸
法
）

系
に
属
す
る
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
わ

が
国
日
本
な
ど
に
お
い
て
は
、「
入
口
面
」
で

の
簿
記
の
正
規
性
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、「
入
口
面
」
で
適
時
・
正
確
等
の
記
帳

を
し
っ
か
り
せ
し
め
る
こ
と
で
、「
出
口
面
」

の
決
算
書
の
証
拠
力
を
高
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
気
づ
か
な
い

人
が
各
界
に
多
い
。
そ
れ
は
残
念
な
が
ら
現
在

で
も
変
わ
ら
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

適
時・正
確
に
記
帳
さ
れ
た
帳
簿
に
は

強
力
な「
法
律
上
の
推
定
」規
定
が
働
く

　

飯
塚
毅
博
士
は
た
だ
し
、
ど
の
程
度
証
明
力

が
あ
る
か
、
と
い
う
「
簿
記
の
証
明
力
」
に
関

す
る
法
的
構
造
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
検
証
を
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
行
1
9
7
7
年
国
税
通
則
法
（
A
O
）
第

1
5
8
条
の
先
駆
け
で
あ
り
、「
簿
記
の
証
拠

力
」
を
ド
イ
ツ
で
初
め
て
規
定
し
た
1
9
1
9

年
ラ
イ
ヒ
国
税
通
則
法
（
R
A
O
）
第
2
0
8

条
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
ラ
イ
ヒ
国
税
通
則
法
第
2
0
8
条

第
1
6
2
条
お
よ
び
第
1
6
3
条
の
規
定
に

合
致
す
る
帳
簿
お
よ
び
記
録
は
、
そ
れ
自
体

正
規
の
記
帳
（ordnungsm

äßige Führung

）

の
推
定
が
あ
り
、
事
情
に
基
づ
い
て
そ
の
実

質
的
な
真
実
性
（R

ichtigkeit

）
に
異
議
を
唱

え
る
原
因
が
な
い
場
合
に
は
、
課
税
の
基
礎

と
さ
れ
る
。

　

こ
の
R
A
O
を
策
定
し
た
の
は
、
先
ほ
ど
第
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2
章
で
も
触
れ
ま
し
た

エ
ン
ノ
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
で

す
。
ベ
ッ
カ
ー
は
、
始
め

は
「
表
見
証
明
」
の
立
場

か
ら
、「
連
続
し
て
、
完

全
網
羅
的
に
、
か
つ
正
確

に
」
記
帳
さ
れ
た
帳
簿
は

正
規
で
あ
る
と
推
測
で
き

る
─
─
と
し
て
、「
簿
記

の
証
拠
力
」
を
位
置
づ
け

て
い
ま
し
た
。「
表
見
証

明
」
と
は
、
平
た
く
言
え
ば
経
験
則
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
が
1
9
5
6
年
頃
か
ら
、
R
A
O
第

2
0
8
条
の
規
定
を
「
法
律
上
の
推
定
」
と
し

て
位
置
づ
け
る
見
解
が
登
場
し
ま
し
た
。
そ
し

て
R
A
O
第
2
0
8
条
第
1
項
第
1
文
を
そ
の

ま
ま
引
き
継
い
だ
現
行
1
9
7
7
年
A
O
第

1
5
8
条
の
規
定
に
関
し
て
も
、「
法
律
上
の

推
定
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

「
表
見
証
明
」
と
「
法
律
上
の
推
定
」
の
位
置

づ
け
に
ど
れ
だ
け
違
い
が
あ
る
か
と
い
い
ま
す

と
、
そ
の
対
比
を
図
表
6
（
下
）
に
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。「
法
律
上
の
推
定
」
が
い
か
に
強

い
拘
束
力
を
持
っ
て
い
る
か
、
お
分
か
り
い
た

だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、「
法
律
上

の
推
定
」
に
お
い
て
は
、
立
法
者
が
取
り
除
か

な
い
限
り
、
行
政
お
よ
び
裁
判
所
を
拘
束
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
証
明
の
程
度
も

大
変
高
く
、
推
定
事
実
の
完
全
な
証
明
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
推
定
効
の
除
去
（
推
定
さ

れ
た
事
実
の
否
定
）
を
す
る
に
は
、「
推
定
の
前

提
事
実
に
対
す
る
反
証
」
あ
る
い
は
「
推
定
事

実
に
対
す
る
『
反
対
事
実
の
証
明
』」
を
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
事
実
を
推
定

す
る
の
は
裁
判
官
で
は
な
く
、
法
律
で
あ
り
、

認
定
さ
れ
た
推
定
事
実
は
、
証
明
な
し
に
裁
判

の
基
礎
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
か
な
り
高
い「
簿
記
の
証
拠
力
」

を
認
め
た
A
O
第
1
5
8
条
と
、
同
様
の
規
定

と
な
っ
て
い
る
わ
が
国
の
青
色
申
告
制
度
規
定

（
法
人
税
法
第
1
3
0
条
・
所
得
税
法
第
1
5
5
条
）

も
、「
簿
記
の
証
拠
力
」
に
つ
い
て
は
か
な
り

高
い
証
明
度
を
有
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

税
務
の
場
面
を
当
て
は
め
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
フ
ロ
ー
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い（
次
頁
図
表
7
）。

納
税
者
は
、
形
式
的
に
正
規
な
簿
記
に
基
づ
く

（
形
式
的
な
記
帳
条
件
を
充
足
し
て
い
る
）
税
務
申

告
書
を
税
務
当
局
に
提
出
し
ま
す
。
そ
う
し
ま

す
と
、
自
動
的
に
「
実
質
的
に
正
規
な
簿
記
」

と
の
推
定
規
定
が
働
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
、
例
え
ば
税
務
調
査
が
あ
っ
て
税
務

署
側
が
否
認
し
た
い
場
合
、
納
税
者
側
が
「
毎

日
、
適
時
・
正
確
か
つ
、
青
色
申
告
規
定
に
沿

っ
て
帳
簿
を
書
い
て
い
ま
す
の
で
、『
法
律
上

の
推
定
』
規
定
が
働
き
ま
す
。
否
認
す
る
た
め

の
明
確
な
証
拠
は
あ
り
ま
す
か
」
と
、
堂
々
と

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

税
務
当
局
は
、
推
定
事
実
を
覆
す
た
め
に
は
、

本
証
（
反
対
事
実
の
証
明
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
反
対
事
実
の
証
明
と
い
う
の
は
、
例

え
ば
、「
反
面
調
査
で
別
の
取
引
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
が
、
帳
簿
に
載
っ
て
い
ま
せ

ん
ね
」
と
い
う
く
ら
い
の
、
明
確
な
外
部
証
拠

図表 6 表見証明と「法律上の推定」との対比

表見証明 法律上の推定

行政および裁判所
を拘束するか

経験則であるため、拘束しない。
裁判所は、経験則を否認するこ
とがあり得る。

法律で規定されているため、拘
束する。立法者が取り除かない
限り、拘束する。

証明の程度 蓋然性の証明に過ぎない。 推定事実の完全な証明である。

推定効の除去
反証によって覆すことができ、
「反対事実の証明」までは必要
がない。

推定の前提事実に対する反証、
推定事実に対する「反対事実の
証明」は許される。

効果
事実を推定するのは裁判官であ
る。

事実を推定するのは裁判官では
なく、法律である。推定事実は、
証明なしに裁判の基礎とされる。
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を
提
示
し
な
い
と
否
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
適
時
・
正
確
か
つ
、
青
色
申

告
規
定
に
沿
っ
た
記
帳
を
行
っ
て
い
る
納
税
者

は
、
明
確
に
法
律
に
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
簿
記
の
証
拠
力
」
は
「
納
税

者
の
正
当
な
権
利
の
確
保
」
と
直
結
し
て
い
る

と
い
え
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
簿
記
の
証
拠
力
」
は
会

計
帳
簿
お
よ
び
決
算
書
の
信
頼
性
に
も
連
動
し

ま
す
。
す
で
に
確
認
し
た
通
り
、
ド
イ
ツ
で
は
、

商
法
お
よ
び
国
税
通
則
法
に
規
定
さ
れ
た
「
形

式
的
に
正
規
な
簿
記
」
に
高
い
証
拠
力
を
与
え

て
い
ま
す
。「
簿
記
の
証
拠
力
」
と
は
、
表
現

を
変
え
れ
ば
、
会
計
帳
簿
お
よ
び
決
算
書
の
信

頼
性
の
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
形
式
的
に
正
規

な
簿
記
は
、
信
頼
性
の
高
い
会
計
帳
簿
お
よ
び

決
算
書
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
─
─
と
い
う
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
ま
す
。

第
４
章　
学
際
研
究
の
重
要
性

他
の
専
門
領
域
の
知
見
を
集
約・統
合
す
る

「
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」の
重
要
性

私
は
第
1
章
で
、「
税
理
士
業
務
は
学
際
的

で
あ
る
」
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
。
我
々
税
理
士

は
、
中
小
企
業
支
援
の
場
面
で
法
人
税
法
だ
け

で
な
く
商
法
、
会
社
法
の
計
算
規
定
、「
中
小

会
計
要
領
」
な
い
し
「
中
小
指
針
」
と
い
っ
た

会
計
原
則
も
考
慮
し
な
が
ら
実
務
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
学
問
の
お

知
恵
を
拝
借
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

し
か
も
、
わ
が
国
で
は
い
ま
、「
あ
る
べ
き

中
小
企
業
金
融
」「
あ
る
べ
き
中
小
企
業
会
計
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
議
論
す
る
と
と
も

に
、「
中
小
企
業
の
決
算
書
の
信
頼
性
確
保
」

の
仕
組
み
を
い
か
に
整
備
す
る
か
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
会

計
学
、
商
法
学
、
税
法
学
、
税
務
会
計
論
、
金

融
論
、
監
査
論
な
ど
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
で
あ

り
、
ま
た
、
経
済
産
業
省
、
中
小
企
業
庁
、
金

融
庁
、
国
税
庁
に
も
関
係
す
る
、
省
庁
横
断
的

な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。
眼
前
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
に
は
、
各
専
門
家
が
自
身
の
専
門

領
域
だ
け
を
突
き
詰
め
て
い
く
、
と
い
う
従
来

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
限
界
が
あ
る
と
い
え
ま
し

ょ
う
。

そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
、
飯
塚
毅
博
士
の
『
正

規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
で
も
強
調
さ
れ
て
い
た

「
学
際
研
究
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も「
学
際
研
究
」

と
は
、
単
一
の
専
門
分
野
で
扱
う
に
は
広
範
す

ぎ
る
、
も
し
く
は
複
雑
す
ぎ
る
テ
ー
マ
を
研
究

す
る
際
に
、
他
の
専
門
領
域
の
知
見
を
集
め
て

統
合
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
い
い
ま
す
。

飯
塚
毅
博
士
の
『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
は
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
会
計
学
、
商
法

図表 7 AO第158条の仕組み

反証（反対事実の証明は不要）
裁判官の確信を動揺させるレベル

［前提事実を覆滅するためには］ ［推定事実を覆滅するためには］

形式的に
正規な簿記

（前提事実）

実質的に
正規な簿記

（推定事実）

効果
課税の基礎
とされる

本証（反対事実の証明）が必要
確実性を境に接する蓋然性

推定規定

証明主題の選択

租税義務者（協力義務が課せられる）

税務官庁
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学
、
税
法
学
等
を
網
羅
し
て
ド
イ
ツ
の
G
o
B

概
念
を
徹
底
論
究
し
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
同

書
は
、
日
本
の
会
計
領
域
初
の
本
格
的
な
学
際

研
究
の
専
門
書
で
も
あ
る
の
で
す
。
飯
塚
毅
博
士

は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
ま
す

（
飯
塚
（
1
9
8
8
）
48
頁
、同
所
収
「
自
序
」
2
─
3
頁
）。

 

「
わ
が
国
の
関
係
学
者
の
中
で
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
に
関
し
て
存

在
す
る
、
具
体
的
な
実
定
法
規
範
の
実
在
性

4

4

4

と
そ
の
多
角
性

4

4

4

と
を
、
指
摘
し
て
論
述
す
る

学
者
が
殆
ど
皆
無
で
あ
っ
た
」

 

「
税
法
学
が
、
会
計
学
、
経
営
学
、
簿
記
学
、

商
法
学
は
勿
論
、
行
政
法
学
、
国
家
学
や
法

哲
学
ま
で
に
も
及
ぶ
、
驚
く
ほ
ど
学
際
的
で

あ
る
点
に
、
時
に
は
嘆
息
を
禁
じ
え
な
い
も

の
が
あ
っ
た
。」

 

「
時
に
は
嘆
息
を
禁
じ
え
な
い
も
の
が
あ
っ

た
」
と
回
顧
さ
れ
る
ほ
ど
、
大
変
な
ご
苦
労
の

も
と
で
学
際
研
究
が
進
め
ら
れ
た
『
正
規
の
簿

記
の
諸
原
則
』
で
す
が
、
ド
イ
ツ
語
版
が
翻
訳

さ
れ
た
と
き
、
D
A
T
E
V
創
業
者
の
ハ
イ
ン

ツ
・
セ
ビ
ガ
ー
博
士
（D

r. H
einz Sebiger

）
が

序
文
を
書
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
り
ま
す（
飯
塚（
1
9
8
8
）所
収「
ド

イ
ツ
語
版
へ
の
序
文
」
1
頁
）。

し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
正

規
の
簿
記
の
諸
原
則
は
、
飯
塚
説
に
し
た
が

え
ば
、
三
重
構
造
を
も
つ
集
合
概
念
で
あ
っ

て
、
こ
れ
を
規
定
す
る
商
法
、
税
法
等
の
関

係
法
条
は
、
歴
史
的
発
展
過
程
を
た
ど
っ
て

展
開
し
つ
つ
あ
る
会
計
帳
簿
の
証
拠
力
に
関

す
る
根
拠
法
規
で
あ
る
。」

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
、
飯
塚
毅
博
士

に
続
い
て
会
計
学
・
簿
記
学
・
商
法
学
・
税
法

学
な
ど
の
領
域
を
網
羅
し
た
会
計
領
域
の
学
際

研
究
を
行
う
研
究
者
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い

て
現
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は
、
わ
が
国
の

研
究
者
の
「
態
度
」
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
会
計
学
者
で
あ
る
黒
澤
清
博
士
は
、

ご
自
身
が
田
中
耕
太
郎
博
士
の
「
実
務
慣
行
白

紙
委
任
説
」
を
批
判
し
な
か
っ
た
理
由
を
、
次

の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
ま
す
（
同
「
す

い
せ
ん
の
言
葉
」
2
頁
）。

 

「
法
学
者
で
な
い
私
が
、
あ
え
て
法
学
者
を

批
判
す
る
こ
と
は
、
専
門
領
域
を
異
に
す
る

も
の
と
し
て
は
さ
し
控
え
る
の
が
ア
カ
デ
ミ

シ
ャ
ン
の
当
然
の
態
度
で
あ
る
と
考
え
た
か

ら
に
す
ぎ
な
い
。」

つ
ま
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、「
他
の
研

 

「
簿
記
の
問
題
は
、
飯
塚
氏
に
と
っ
て
単
な

る
一
つ
の
問
題
と
い
う
の
で
は
な
く
、
日
常

業
務
の
重
要
な
事
象
な
の
で
あ
る
。
私
が
こ

う
断
言
す
る
背
景
は
、
飯
塚
氏
が
内
外
の
指

導
的
学
者
の
『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
に

関
す
る
重
要
な
学
説
や
、
記
帳
義
務
に
係
る

様
々
な
法
規
定
を
取
り
上
げ
、
分
析
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。」

初
期
の
T
K
C
シ
ス
テ
ム
の
設
計
を
し
た
の

は
、
飯
塚
毅
博
士
で
す
。
学
際
的
な
研
究
を
し

な
い
と
、
税
法
や
商
法
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

法
令
に
完
全
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
は
作
れ
ま
せ

ん
。
飯
塚
毅
博
士
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
G
o
B

概
念
の
解
明
は
、
セ
ビ
ガ
ー
博
士
の
い
う
「
日

常
業
務
の
重
要
な
事
象
」
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
研
究
成
果
に
対
し
て
、
会
計
学
の

権
威
で
あ
っ
た
黒
澤
清
博
士
は
、
次
の
よ
う
な

評
価
を
与
え
て
い
ま
す
（
飯
塚
（
1
9
8
8
）
所
収
、

黒
澤
清
「
す
い
せ
ん
の
言
葉
」
3
頁
）。

 

「
本
書
は
、
正
規
の
簿
記
、
帳
簿
の
証
拠
性

な
ら
び
に
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
を
、
正
面

か
ら
本
格
的
に
論
究
し
た
わ
が
国
最
初
の
文

献
で
あ
り
、
学
問
的
価
値
は
き
わ
め
て
高

い
。『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
に
お
け
る

簿
記
と
は
、
単
に
簿
記
一
般
を
技
術
的
に
指
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究
領
域
に
手
を
出
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
の

が
学
界
の
暗
黙
の
了
解
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

税
法
学・税
務
会
計
論
は
隣
接
す
る

商
法
学・会
計
学
を
基
盤
に
成
り
立
っ
て
い
る

さ
ら
に
言
え
ば
、
わ
が
国
の
会
計
領
域
に
お

け
る
税
法
学
・
会
計
学
・
商
法
学
研
究
の
「
一

般
的
な
傾
向
」
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
少
し
刺
激
的
な
表
現
を
採
れ
ば
、
会

計
学
と
商
法
学
と
は
互
い
に
意
識
し
対
抗
し
ま

す
が
、
税
法
学
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
い
ず

れ
も
無
視
し
ま
す
。
一
方
で
税
法
学
は
、
商
法

学
と
会
計
学
の
両
方
を
意
識
す
る
─
─
と
い
う

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
は
、
確
定
決
算
主

義
の
下
、
商
法
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
決
算

書
を
基
に
税
務
申
告
書
が
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
会
計
が
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
税
法
も
使
え

ま
せ
ん
の
で
、
税
法
学
は
商
法
学
・
会
計
学
の

両
方
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
必
要
と
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
会
計
学
と
商
法
学
は
、
税
法
学

を
単
な
る
「
手
続
法
」
と
み
な
し
て
射
程
外
と

す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
学

問
領
域
の
関
係
性
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
み
な

ら
ず
、
産
業
界
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
、

会
計
学
の
学
問
提
供
エ
リ
ア
は
、
会
計
監
査
業

務
を
行
う
公
認
会
計
士
あ
る
い
は
監
査
法
人
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
法
学
の
学
問
提
供
エ

リ
ア
は
法
曹
界
、
つ
ま
り
弁
護
士
に
限
っ
て
い

る
た
め
に
、
税
理
士
と
い
う
職
業
像
が
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
中
に
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
続

い
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
大
学
の
教
授
陣
も
学
生
た
ち

に
対
し
て
、「
会
計
学
を
勉
強
し
た
の
な
ら
公

認
会
計
士
試
験
を
受
け
な
さ
い
」「
法
学
を
活

か
す
な
ら
、
弁
護
士
に
な
り
な
さ
い
」
と
い
う

指
導
を
す
る
わ
け
で
す
。
い
か
に
税
理
士
業
務

に
多
面
性
が
あ
り
、
学
際
性
が
あ
っ
て
魅
力
的

な
の
か
を
、
会
計
学
・
商
法
学
の
教
授
陣
に
も

訴
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
会
計
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、

学
際
領
域
で
あ
る
税
務
会
計
論
の
権
威
と
し
て

学
際
研
究
の
必
要
性
を
主
張
さ
れ
た
数
少
な
い

研
究
者
が
、
私
の
恩
師
で
も
あ
る
武
田
隆
二
博

士
で
し
た
。
武
田
隆
二
博
士
の
『
所
得
会
計
の

理
論
』（
同
文
舘
出
版
、
1
9
7
0
年
）
は
、
日
本
で

初
め
て
、
ド
イ
ツ
の
学
説
を
通
じ
て
税
務
会
計

論
を
確
立
し
た
名
著
で
す
。
ま
た
第
17
版
ま
で

至
っ
た
『
法
人
税
法
精
説
』（
森
山
書
店
）
は
、
長

く
税
務
会
計
論
の
権
威
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
武
田
隆
二
博
士
は
、「
会
計
領

域
に
お
け
る
学
際
研
究
」（
神
戸
大
学
『
国
民
経

済
雑
誌
』
1
9
7
9
年
所
収
）
と
題
す
る
論
文
の

中
で
、
税
法
学
の
隣
接
科
学
で
あ
る
税
務
会
計

論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
会
計
学
の
領
域
の
な
か
で
の
境
界
科
学
と

し
て
成
立
し
た
『
税
務
会
計
』
は
い
わ
ば
学

際
研
究
の
所
産
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ

い
。
も
っ
と
も
学
際
研
究
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
か
か
る
専
門
領
域

の
成
立
基
盤
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
体
系

づ
け
る
た
め
に
成
立
し
た
研
究
領
域
で
あ
る

と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」

こ
う
し
た
見
解
の
も
と
、
私
と
し
て
は
、
税
法

学
な
い
し
税
務
会
計
論
は
、
法
学
全
般
（
特
に

商
法
・
会
社
法
）、
会
計
学
（
特
に
制
度
会
計
論
等
）

を
基
盤
に
し
て

成
り
立
っ
て
お

り
、
両
方
の
学

識
と
見
識
を
も

っ
て
当
た
る
べ

き
研
究
領
域
と

考
え
て
い
ま
す

（
図
表
8
）。

あ
り
が
た
い

こ
と
に
、
武
田

隆
二
博
士
の
教

え
を
受
け
継
ぐ

図表 8 税法学・税務会計論の学際性

税法学
税務会計論

法学
商法・会社法等

会計学
制度会計論等

前提 前提

相互に意識し対抗する
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第
５
章　
自
我
忘
却
的
客
観
性
を
保
持
し
、先
学
を
越
え
よ

「
法
の
社
会
形
成
力
」を
重
く
見
て

「
法
の
空
白
」を
一つ
ず
つ
埋
め
て
い
こ
う

ま
と
め
と
な
り
ま
す
が
、『
正
規
の
簿
記
の

諸
原
則
』
で
飯
塚
毅
博
士
が
私
た
ち
に
伝
え
た

か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
次
の
3
点
に
凝
縮
で

き
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

①
学
際
研
究
、と
り
わ
け
会
計
学
・
商
法
学
・
税

法
学
を
網
羅
し
た
学
際
研
究
の
必
要
性

②
先
学
を
越
え
よ

③
法
の
社
会
形
成
力
を
重
く
見
よ

①
は
第
4
章
で
詳
し
く
確
認
し
た
通
り
で
す
。

こ
れ
は
中
小
企
業
を
支
え
る
我
々
職
業
会
計
人

が
日
常
業
務
を
行
う
上
で
も
意
識
す
べ
き
こ
と

と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
②
に
関
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
て
い
ま

す
（
飯
塚
（
1
9
8
8
）
2
9
7
頁
）。

 

「
日
本
の
学
者
諸
公
は
、
著
名
な
大
学
教
授

の
学
説
は
疑
わ
な
い
、
と
い
う
一
般
的
傾
向

を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
が
災
い
し
て

か
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
わ
が
国
に

は
、
田
中
説
に
反
論
す
る
学
者
は
出
な
か
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
恩
師
中
村
常
治
郎
教

授
が
筆
者
に
『
こ
れ
は
き
み
、
わ
が
国
の
学

界
の
大
事
件
だ
よ
。
誰
も
君
の
理
論
に
反
駁

で
き
る
者
は
い
な
い
な
』。
と
い
わ
れ
た
の

は
、
あ
る
意
味
で
、
わ
が
国
の
学
者
諸
公
が

落
ち
入
っ
て
い
た
欠
陥
の
存
在
を
指
摘
さ
れ

た
言
葉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。」

飯
塚
毅
博
士
は
、
ど
ん
な
に
立
派
な
研
究
者

の
研
究
成
果
で
あ
っ
て
も
、
先
学
の
教
え
を
吸

収
・
消
化
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
学
問
を
発
展
さ
せ
、
か
つ
学
恩
を
感
謝
し

た
こ
と
に
な
る
─
─
と
の
信
念
を
持
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
背
景
に
拠

り
ま
す
（
飯
塚
（
1
9
8
8
）
所
収
「
自
序
」
2
頁
）。

「
筆
者
は
、
こ
の
研
究
論
文
中
で
、
日
本
と
い

わ
ず
、
欧
米
と
い
わ
ず
、
不
遜
に
も
、
百
名

を
超
え
る
学
者
の
諸
説
に
反
論
を
加
え
た
。
そ
れ

は
、ベ
ル
リ
ン
大
学
の
法
哲
学
教
授
グ
ス
タ
フ
・

ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
、『
人
は
自
我
忘
却
的
客

観
性
を
通
し
て
人
格
と
な
る
』
と
い
っ
た
言
葉

に
触
発
さ
れ
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。」

飯
塚
毅
博
士
が
説
か
れ
た
「
自
我
忘
却
的
客

観
性
」
と
は
、
平
た
く
言
え
ば
、
人
間
観
の
探

求
お
よ
び
学
問
に
お
け
る
最
も
根
底
的
な
る
も

の
へ
の
正
し
い
理
解
─
─
を
指
し
ま
す
。
そ
う

し
た
人
格
を
得
た
者
は
、
互
い
の
専
門
領
域
を

侵
さ
な
い
と
か
、
著
名
な
大
学
教
授
の
学
説
は

疑
わ
な
い
と
か
の
態
度
は
と
ら
な
い
は
ず
だ
と
。

こ
れ
ら
は
研
究
者
に
向
け
た
言
葉
で
は
あ
り
ま

す
が
、
我
々
職
業
会
計
人
に
も
大
変
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
中
で
私
は
、
飯
塚
毅
博
士
が
最
も
強
調

し
た
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
③
だ
と
考
え
て

河
﨑
照
行
甲
南
大
学
名
誉
教
授
は
、
実
務
家
集

団
で
あ
る
T
K
C
全
国
会
の
最
高
顧
問
に
就
任

さ
れ
、
そ
し
て
公
益
財
団
法
人
租
税
資
料
館
の

代
表
理
事
も
お
務
め
で
す
。
日
本
を
代
表
す
る

会
計
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
租
税
の
分
野
ま
で

含
め
て
ご
指
導
い
た
だ
け
る
こ
と
は
非
常
に
稀

有
な
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
河
﨑
照
行
名
誉
教
授

は
、
2
0
1
3
年
2
月
に
、
世
界
で
初
め
て
中
小

企
業
を
研
究
対
象
と
す
る「
中
小
企
業
会
計
学
会
」

を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
約
2
5
0
名

を
擁
す
る
学
会
と
な
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
研

究
を
行
う
若
き
研
究
者
が
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
中
小
企
業
会
計
に
お
け
る
さ
ら
な
る
学
際

研
究
の
発
展
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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い
ま
す
。
事
実
、
本
論
文
は
次
の
記
述
で
終
え

ら
れ
て
い
ま
す
（
飯
塚
（
1
9
8
8
）
3
1
3
頁
）。

 
「
日
本
の
学
者
諸
公
が
考
え
て
お
ら
れ
る
西

ド
イ
ツ
法
の
『
正
規
の
簿
記
の
諸
原
則
』
が
、

い
か
に
具
体
的
で
多
面
性
を
も
っ
た
大
変
な

原
則
で
あ
る
か
と
の
理
解
と
、
今
後
の
日
本
商

法
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
方
向
を
辿
る
べ
き

か
に
つ
い
て
の
、
筆
者
の
管
見
と
は
理
解
頂
け

た
も
の
と
思
う
。
筆
者
の
祈
る
と
こ
ろ
は
、
法
を

静
態
的
に
解
釈
し
て
ゆ
く
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

法
の
社
会
形
成
力
（Sozialgestaltungsm

acht

）

を
重
く
見
て
、
多
く
の
識
者
が
、
そ
の
点
に

眼
先
を
注
い
で
生
き
て
欲
し
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。」

平
成
17
年
（
2
0
0
5
年
）、
商
法
第
19
条
・

会
社
法
第
4
3
2
条
第
1
項
に
「
記
帳
の
適
時

性
と
正
確
性
」
が
わ
が
国
で
初
め
て
規
定
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
税
法
に
は
、
適
時

性
や
正
確
性
、
さ
ら
に
記
帳
の
不
可
変
性
（
記

帳
の
遡
及
的
な
変
更
・
修
正
・
加
除
の
履
歴
を
残
す
こ

と
）
な
ど
の
記
帳
条
件
が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
わ
が
国
の
法
制
度
は
未
整
備
の
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
と
は
異
な

り
、
先
に
示
し
た
「『
簿
記
の
正
規
性
』
の
基

準
と
な
る
一
般
的
な
G
o
B
」
の
構
成
要
素
に

空
白
が
多
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
2
0
1
2
年
に
策
定
・
公
表

さ
れ
た
「
中
小
会
計
要
領
」
は
、「
中
小
指
針
」

と
と
も
に
、わ
が
国
会
計
包
括
概
念
で
あ
る「
一

般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣

行
」（
会
社
法
第
4
3
1
条
）
お
よ
び
「
一
般
に

公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
」

（
法
人
税
法
第
22
条
第
4
項
）
を
構
成
し
ま
す
。

特
に
「
中
小
会
計
要
領
」
は
、「
総
論
」
の

「
8
．
記
帳
の
重
要
性
」
に
お
い
て
、「
経
営
者

が
自
社
の
経
営
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め

に
記
帳
が
重
要
で
あ
る
。
記
帳
は
、
す
べ
て
の

取
引
に
つ
き
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て

行
い
、
適
時
に
、
整
然
か
つ
明
瞭
に
、
正
確
か

つ
網
羅
的
に
会
計
帳
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
定
め
、「
適
切
な
記
帳
」
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「『
簿
記
の
正
規
性
』

の
基
準
と
な
る
一
般
的
な
G
o
B
」
の
、「
日

常
の
簿
記
」（
図
表
1
の
①
②
）
の
部
分
を
充
足

す
る
も
の
で
す
。

我
々
は
い
ま
こ
そ
、『
正
規
の
簿
記
の
諸
原

則
』
論
の
一
層
の
理
解
を
深
め
、「
法
の
社
会

形
成
力
を
重
く
見
よ
」
と
い
う
飯
塚
毅
博
士
の

教
え
を
重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、「『
簿
記
の
正
規
性
』
の
基
準
と
な
る

一
般
的
な
G
o
B
」
の
構
成
要
素
の
空
白
を
一

つ
ず
つ
埋
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
い
ま
こ
そ
、
記
帳
の
不
可
変
性
を
は
じ
め

と
し
た
記
帳
条
件
の
成
文
化
を
含
め
、
中
小
企

業
の
決
算
書
の
信
頼
性
確
保
、
中
小
企
業
金
融

に
お
け
る
会
計
の
役
割
の
明
確
化
と
い
っ
た
国

家
的
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
ら
は「
職
業
会
計
人
の
職
域
防
衛
・
運
命
打
開
」

に
直
結
す
る
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

飯
塚
毅
博
士
を「
世
界
の
校
長
」と
す
る
か
は

職
業
会
計
人
一人
ひ
と
り
の
覚
悟
次
第

飯
塚
毅
博
士
は
あ
る
人
か
ら
「
将
来
、
あ
な

た
は
世
界
の
校
長
先
生
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た

そ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら
、「
世
界
の
校
長
先

生
」
に
な
る
前
に
飯
塚
毅
博
士
は
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
飯
塚
毅
博
士
の

理
論
や
想
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
あ
る
べ
き

社
会
制
度
や
職
業
会
計
人
が
果
た
す
べ
き
役
割

を
追
求
し
て
い
け
ば
、
飯
塚
毅
博
士
が
目
指
し

た
世
界
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
飯
塚
毅
博
士
を
「
世
界
の
校
長
先
生
」
に

す
る
か
否
か
─
─
。
そ
れ
は
後
に
続
く
我
々
職

業
会
計
人
一
人
ひ
と
り
の
覚
悟
に
あ
る
の
で
す
。

（
構
成
／
T
K
C
出
版　

篠
原
い
づ
み
）

お
わ
り
に


